
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
開
催

伸
び
て
葉
や
花
に
な
り
ま
す
。

特
徴
や
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
ク
イ

ら
い
べ
つ

ど
れ
も
同
じ
も
の
に
見
え
る
冬
芽

ズ
形
式
で
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
解
説

２
月
３
日
（
水
）
、「
雷
別
ド
ン
グ
リ

で
す
が
、
観
察
す
る
と
個
性
豊
か
で
、

し
ま
し
た
。

倶
楽
部
」
が
、
今
年
度
最
後
と
な
る

樹
木
の
種
類
を
見
分
け
る
の
に
役
立

知
識
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
、
屋
外

第
５
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ち
ま
す
。

に
移
動
し
て
、
冬
芽
の
観
察
会
を
実

今
回
の
活
動
は
、
樹
木
の
観
察
。

施
し
ま
し
た
。

「
寒
い
ね
～
」「
し
ば
れ
る
ね
え
～
」

庁
舎
周
辺
の
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、

が
挨
拶
が
わ
り
の
厳
寒
期
に
で
す

ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ヤ
チ
ダ
モ
等
を
一
本

か
？

一
本
観
察
。
冬
芽
の
特
徴
を
確
認
し

秋
に
落
葉
し
て
葉
っ
ぱ
も
な
く
、

ま
し
た
。

枯
れ
木
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
時
期

樹
種
に
よ
っ
て
は
、
冬
芽
が
高
い

に
で
す
か
？

位
置
に
あ
り
、
熱
心
に
観
察
し
た
た

は
い
そ
う
で
す
。
冬
だ
か
ら
や
る

め
、
首
が
痛
く
な
っ
た
人
も
い
る
か

の
で
す
。

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

な
ぜ
な
ら
、
観
察
す
る
の
は
樹
木

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
、

の
冬
芽
（
と
う
が
、
ふ
ゆ
め
と
も
い

寒
さ
の
な
か
で
の
活
動
お
疲
れ
様
で

い
ま
す
。）
だ
か
ら
で
す
。

し
た
。

観
察
場
所
は
、
当
セ
ン
タ
ー
周
辺
。

太
平
洋
か
ら
の
冷
た
い
浜
風
が
ま
と

も
に
吹
き
付
け
、
夏
で
も
寒
い
の
で

す
か
ら
、
冬
は
寒
く
て
あ
た
り
ま
え

の
場
所
で
す
。

な
の
で
、
暖
房
の
効
い
た
屋
内
で

事
前
の
予
習
を
行
い
ま
し
た
。

教
材
は
、
冬
芽
を
解
説
し
た
資
料

と
実
物
の
冬
芽
の
つ
い
た
木
の
枝
。

釧
路
周
辺
で
見
ら
れ
る
広
葉
樹
を
20

冬
芽
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
作
ら

種
用
意
し
ま
し
た
。

れ
，
越
冬
す
る
芽
の
こ
と
。
春
に
は

こ
れ
ら
を
使
っ
て
、
樹
種
ご
と
の

斬新なデザインの建物ですが、見ているのは
手前にある木（オニグルミ）の枝先です。

枝先のふくらみが「冬芽」
ミズナラの枝に、いっぱい！

枝を手に取り「冬芽」を解説中の職員。
皆さん熱心にメモを取っています。
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平
成

年
度

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
標
茶
町
雷
別

27
北
の
国
・
森
林
づ
く
り

地
区
国
有
林
で
、
広
葉
樹
を
主
体
と

技
術
交
流
発
表
会

し
た
森
林
再
生
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
食
害
が
多
数
発
生

２
月
４
日
（
木
）
・
５
日
（
金
）
、

し
た
た
め
、
防
鹿
柵
を
設
置
し
ま
し

北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
（
札
幌

た
。

市
北
区
）
を
会
場
に
、
森
林
・
林
業

し
か
し
、
柵
内
で
新
た
な
動
物
に

に
係
る
技
術
情
報
等
の
情
報
交
換
を

よ
る
食
害
が
発
生
し
た
の
で
、
そ
の

図
る
た
め
、
「
平
成

年
度
北
の
国
・

対
策
に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
で
す
。

27

森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」
（
主

今
後
と
も
動
物
食
害
対
策
に
取
り

催

北
海
道
森
林
管
理
局
）
が
開
催
さ

入
れ
、
広
葉
樹
育
成
に
努
め
た
い
と

れ
ま
し
た
。

思
い
ま
す
。

こ
の
発
表
会
は
、
林
野
庁
職
員
だ

け
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

北
海
道
の
職
員
、
市
町
村
の
職
員
、

民
有
林
関
係
者
や
高
校
生
・
大
学
生

と
道
内
各
地
か
ら
参
加
が
あ
り
、
森

林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教
育
、
森
林

・
林
業
に
関
連
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
活
動
を
、
「
森
林
技
術
部
門
」
、
「
森

林
保
全
部
門
」
、
「
高
校
部
門
」
、
「
森

林
ふ
れ
あ
い
部
門
」
で
、

課
題
の

38

発
表
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

釧
路
地
方
か
ら
の
参
加
は
、
民
有

林
関
係
者
等
の
発
表
は
な
く
、
根
釧

西
部
森
林
管
理
署
（
釧
路
市
）
と
当

セ
ン
タ
ー
の
林
野
庁
職
員
だ
け
で
し

た
。ま

た
、
会
場
で
は
発
表
内
容
を
掲

載
し
た
パ
ネ
ル
展
も
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
森
林
保
全
部
門

で
「
広
葉
樹
林
育
成
に
お
け
る
動
物

の
食
害
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
ま
し

た
。

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、森林環境教
育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。
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